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い
こ
い
の
里
回
数
券
の

有
効
期
限
は
３
月　
日
で
す

　

前
指
定
管
理
者
Ｍ
Ｋ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
が
販
売
し
た

回
数
券
と
パ
ス
ポ
ー
ト
券
の
使
用

期
限
は
３
月
31
日
で
す
。
こ
の
日

を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
温
泉
い

こ
い
の
里
☎
75

−
２
０
０
０

嘱
託
職
員（
看
護
師
）募
集
の

お
知
ら
せ

●
募
集
職
種
＝
看
護
師

●
募
集
人
員
＝
５
人

●�

勤
務
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

●�

報
酬
月
額
＝
１
３
６
，
０
０
０
円

●�

任
用
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
以
内
と
し
、
勤
務

状
況
な
ど
に
よ
り
２
回
ま
で
更

新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
最

長
３
年
）。

●�

業
務
内
容
＝
看
護
師
の
業
務

（
訪
問
調
査
、
相
談
）
な
ど
に

従
事
し
ま
す
。

●�

勤
務
す
る
場
所
＝
串
間
市
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

応
募
資
格
＝
看
護
師
（
正
、准
）

の
免
許
を
有
す
る
者

●�

年
休
な
ど
＝
串
間
市
非
常
勤
嘱

託
職
員
の
任
用
、
勤
務
時
間
な

ど
に
関
す
る
要
綱
の
規
定
に
よ

り
ま
す
。

●
応
募
期
間
＝
随
時

●�

選
考
方
法
＝
書
類
選
考
お
よ
び

面
接
に
て
選
考
し
ま
す
。
日
時

は
追
っ
て
通
知
し
ま
す
の
で
、

確
実
に
連
絡
の
取
れ
る
連
絡
先

を
履
歴
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

●�

申
込
方
法
＝
履
歴
書
（
余
白
に

希
望
職
種
を
記
入
の
こ
と
）
に

資
格
な
ど
を
証
明
で
き
る
も
の

の
写
し
を
添
え
て
左
記
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
職
員

係
☎
内
線
３
１
２
・
３
１
３

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
国
税
専

門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
の
募
集

を
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
受
験
資
格

①�

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

②�

平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
次
に
掲
げ
る
方

・�

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
方

・�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

●
試
験
の
程
度

　

大
学
卒
業
程
度

●
申
込
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
（
原
則
）

　

�

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
申

込
専
用
ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

�（http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

　

�

申
込
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
４
月
11
日
（
木
）

ま
で
（
受
信
有
効
）

②�

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

（
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
に
限

る
）

　

�

申
込
用
紙
は
、
熊
本
国
税
局
お

よ
び
最
寄
り
の
税
務
署
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

　

�

申
込
受
付
期
間
は
、
４
月
１
日

（
月
）
か
ら
４
月
２
日
（
火
）

ま
で
（
２
日
（
火
）
ま
で
の
通

信
日
付
印
有
効
）。

＊�
申
込
受
付
期
間
が
短
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�
一
次
試
験
日
時
＝
６
月
９
日

（
日
）

●�

申
込
先
＝
全
国
の
各
国
税
局
お

よ
び
沖
縄
国
税
事
務
所

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
人
事
院
九

州
事
務
局
☎
０
９
２

−

４
３
１

−

７
７
３
３
②
熊
本
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎

０
９
６

−

３
５
４

−

６
１
７
１

（
内
線
２
０
７
２
）
③
日
南
税

務
署
☎
22

−

３
６
７
１
※
自
動

音
声
案
内

夜
間
パ
ソ
コ
ン
科（
初
級
）

訓
練
生
募
集

　

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
操
作
を

基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

●�

日
時
＝
４
月
１
日
（
月
）
〜
７

月
22
日
（
月
）
毎
週
月
・
木
曜

＊
午
後
７
時
半
〜
９
時
半

●
場
所
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

●�

対
象
＝
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
学
び

た
い
方
（
初
心
者
も
可
）

●
定
員
＝
20
人

＊
５
人
以
上
で
開
講

●
受
講
料
＝
４
３
，
０
０
０
円

＊
全
30
回
・
教
材
費
込
み

●
申
込
締
切
＝
３
月
23
日
（
金
）

●�

そ
の
他
＝
Ｃ
Ｓ
技
能
評
価
試
験

ワ
ー
プ
ロ
部
門
・
表
計
算
部
門

資
格
試
験
が
同
校
で
受
験
可
能
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日

南
高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

−

２
６
３
３

お
知
ら
せ

31



◎休日在宅医
月　日 医 療 機 関 診　療　科 電　話
4月7日 県南病院 神・精・内科 72-0224

4月14日 みつとめ眼科 眼科 72-7000

4月21日 のだ小児科医院 小児科・アレ 71-1112

4月28日 とめのファミリークリニック 内科・小児科 76-1425

4月29日 中島医院 内科・小児科 72-5202

◎日曜給油店
月　日 給 油 店 名
4月7日 井上仲町店・井手産商串間店・井手都井店

4月14日 坂元串間店・谷口本町店・井上大束店・井手都井店

4月21日 片平本町店・津曲北方店・井手都井店

4月28日 三協西小路店・酒井串間店・井手産商串間店・
井手都井店

自
分の実家が串間

なので撮影は父

と息子のツーショットで

お願いしました。個人

的な願望ですが、彪華

には将来パイロットに

なってほしいです(正樹

さん)。主人は子どもの

お風呂入れや食器洗

い、ゴミ出しに洗たく

物干しなど家事全般を

手伝ってくれる自慢の

夫です(真悠美さん)。

（平成24年8月29日生）

立本 彪
ひゅう

華
が

立本正樹・真悠美さんの長男
（福島地区・城山）

くん

平
成
25
年
度
宮
崎
県

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
開
催
の

お
知
ら
せ

　

県
で
は
人
材
を
求
め
る
県
内
企

業
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
、

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
出
会
い

の
場
と
し
て
、
宮
崎
労
働
局
と
の

共
催
に
よ
り
、県
外
３
会
場
で『
宮

崎
県
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会
』
を

開
催
し
ま
す
。

　

県
外
に
ご
家
族
な
ど
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時
お
よ
び
場
所

５
月
11
日
（
土
）
天
神
ビ
ル
（
福

岡
県
福
岡
市
中
央
区
）

５
月
18
日
（
土
）
都
道
府
県
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
）

５
月
25
日
（
土
）
大
阪
駅
前
第
３

ビ
ル（
大
阪
府
大
阪
市
北
区
梅
田
）

●�

時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時
（
全

会
場
共
通
）

＊
受
付
＝
正
午
〜

●�

対
象
者
＝
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
、
新
規
大
学
等
卒
業
予

定
者

●�

参
加
企
業
＝
県
内
に
事
業
所
を

有
し
、
県
内
で
就
業
す
る
人
材

を
募
集
す
る
企
業
（
参
加
企
業

は
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

●�

内
容
＝
企
業
と
の
個
別
相
談

会
、
人
材
バ
ン
ク
コ
ー
ナ
ー
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど

●�

そ
の
他
＝
参
加
無
料
。
事
前
手

続
き
も
不
要
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
地
域

雇
用
対
策
室
☎
０
９
８
５

−

26

−

７
１
０
５

新
浄
水
場

東
区
浄
水
場
が
４
月
１
日

か
ら
供
用
開
始
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
に
か

け
て
整
備
を
進
め
て
き
た
水
道
の

浄
水
施
設
「
東
区
浄
水
場
」
が
４

月
１
日
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

　

台
風
な
ど
の
大
雨
の
際
に
原
水

が
濁
る
お
そ
れ
の
あ
っ
た
揚
原
水

源
、
白
坂
水
源
を
廃
止
。
新
た
に

整
備
し
た
井
牟
田
水
源
か
ら
取
水

し
た
原
水
を
、
膜
ろ
過
に
て
浄
水

し
て
清
浄
な
水
道
水
を
安
定
供
給

い
た
し
ま
す
。

東
区
浄
水
場
の
配
水
対
象
地
区

・�

北
方
地
区
＝
東
上
池
、
西
上
池
、

下
池
、
徳
間
、
串
間
、
初
田
、
田

渕
、
谷
ノ
口
、
屋
治
、
古
川
、
秋

山
、
小
城
久
保
、
倉
掛
、
鯛
取

・�

大
束
地
区
＝
西
ノ
園
、
平
原
、

上
園
田
、
下
園
田
、
清
水
、
上

新
町
、
中
新
町
、
下
新
町
、
石

木
田
、
徳
山
、
小
山
、
白
坂
、
揚

原
、
市
ノ
瀬
１
区
〜
４
区
、
矢
床

＊�

東
区
浄
水
場
住
所
＝
串
間
市
大

字
奈
留
５
８
９
３
番
３（
職
業

訓
練
校
跡
地
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
上
下
水

道
課
水
道
工
務
係
☎
72

−

１
３
５
５

３
月
は
自
殺
予
防
強
化
月
間
で
す

　

自
殺
は
人
間
関
係
の
悩
み
、
職

場
で
の
長
時
間
労
働
、多
重
債
務
、

身
体
的
疾
患
、
精
神
疾
患
や
そ
の

人
の
性
格
や
家
庭
状
況
、
職
場
や

地
域
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
関
係
し
て
起
こ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
殺
を
図
っ
た
人
の
直
前
の
心

の
健
康
状
態
に
つ
い
て
、
多
く
の
人

が
う
つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

な
ど
の
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
お

り
、
中
で
も
う
つ
病
の
割
合
が
高

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
う
つ
病

は
自
覚
し
に
く
く
、
周
り
で
見
て
い

て
も
わ
か
り
に
く
い
病
気
で
す
が
、

早
期
に
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
体
の
だ
る
さ
や
不

眠
、
食
欲
低
下
な
ど
の
身
体
症
状
、

憂
鬱
な
気
分
や
不
安
感
、
意
欲
の

低
下
な
ど
の
心
の
症
状
に
特
に
気

を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

周
り
に
い
る
人
は
、
以
前
と
比

べ
て
表
情
が
暗
く
な
る
、
体
調
不

良
の
訴
え
が
多
い
、
周
囲
と
の
交

流
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
、
飲

酒
量
が
増
え
た
な
ど
の
サ
イ
ン
を

＊�休日在宅医は変更になる場合があります。受診する前に医療機関もしくはテ
レフォンサービス（☎ 23-9999）にて必ずご確認ください。



見
逃
さ
ず
、
専
門
の
医
療
機
関
な

ど
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
最
初
か
ら
医
療
機
関

へ
相
談
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
勇

気
の
い
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
は
、

身
近
な
地
域
の
相
談
機
関
に
話
を

聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
良
い
こ

と
で
す
。
串
間
市
で
は
、
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ウ

イ
ン
グ
）
に
自
殺
予
防
の
相
談
事

業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
や
心
の
悩
み
な
ど
、
専
門
職
が

丁
寧
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
Ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ウ

イ
ン
グ
）
☎
71

−

１
５
７
８
、

福
祉
保
健
課
自
立
支
援
係
☎
72

−

０
３
３
３
（
内
線
５
１
０
）

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
理
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
）
は
、
昭
和
43
年
の
カ
ネ
ミ
油

症
事
件
に
よ
っ
て
そ
の
毒
性
が
社

会
問
題
化
し
、
国
内
で
は
、
昭
和

47
年
以
降
製
造
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
製
造

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む

廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
期
限
内
に
適
正
に
処
理

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
県
内
の
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
処
理
先
で
あ
る
日
本
環
境

安
全
事
業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
）
北
九
州
事
業
所
は
、
地
元
と

の
約
束
に
よ
り
、
平
成
27
年
３
月

以
降
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

搬
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
各
県
ご
と
に
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

へ
の
搬
入
時
期
が
割
り
当
て
ら
れ

て
お
り
、
宮
崎
県
か
ら
の
搬
入
は

平
成
26
年
２
月
〜
３
月
が
最
後
と

な
る
こ
と
か
ら
、
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ

廃
棄
物
を
所
有
し
て
い
る
方
は
お

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
と
は

　

含
有
さ
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
濃
度
が

５
，
０
０
０
㎎
／
㎏
を
超
え
る
廃

棄
物
の
こ
と
。
５
，
０
０
０
㎎
／

㎏
以
下
の
も
の
は
、「
低
濃
度
Ｐ

Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
」、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
非
意

図
的
に
混
入
さ
れ
た
も
の
は
「
微

量
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
」
に
区
分
さ
れ
、

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
北
九
州
事
業
所
と
は

別
の
施
設
で
処
理
さ
れ
る
た
め
急

ぐ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
所
有

し
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は

　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
化
合
物

の
総
称
で
あ
り
、
水
に
溶
け
に
く

い
油
状
の
物
質
で
す
。
人
体
に
有

害
な
物
質
で
、
健
康
被
害
の
主
な

中
毒
症
状
は
、
目
や
に
、
爪
や
口

腔
粘
膜
の
色
素
沈
着
、
爪
の
変
形
、

ま
ぶ
た
や
関
節
の
腫
れ
な
ど
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
昭
和
47

年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
、
電
気
機

器
の
絶
縁
油
、
熱
交
換
器
の
熱
媒

体
、
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

棄
物
の
具
体
例
と
し
て
、
古
い
建

物
の
蛍
光
灯
、
船
舶
の
燃
料
油
予

熱
、
白
黒
テ
レ
ビ
な
ど
の
中
に
使

用
し
て
あ
る
、
コ
ン
デ
ン
サ
（
蓄

電
器
）、
ト
ラ
ン
ス
（
変
圧
器
）、

安
定
器
な
ど
が
あ
る
よ
う
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
所
有
し
て
い

る
、
ま
た
は
所
有
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
場
合

　

所
有
し
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
か
を

確
か
め
た
い
場
合
は
、
年
式
や
型

式
を
も
と
に
、
メ
ー
カ
ー
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な

い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�
問
い
合
わ
せ
先
＝
宮
崎
県
循

環
社
会
推
進
課
☎
０
９
８
５

−

26

−

７
０
８
３
、
宮
崎
県
廃

棄
物
対
策
課
☎
０
９
８
５

−

21

−

１
７
６
３
、
J
E
S
C
O

北
九
州
事
業
所
☎
０
９
３

−

５
２
２

−

８
５
８
８

①�

人
権
相
談
＝
４
月
８
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

②�

行
政
相
談
＝
４
月
22
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
・
市
役

所
１
階
Ｂ
会
議
室

③�

年
金
相
談
＝
４
月
４
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
40
分
・

市
役
所
３
階
大
会
議
室

＊�

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
予

約
（
１
カ
月
前
か
ら
可
）
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊�

予
約
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分

持
参
す
る
も
の

　

事
前
に
都
城
年
金
事
務
所
へ
の

電
話
確
認
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◇
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
な
ど

◇�

依
頼
状
（
本
人
以
外
の
方
が
代

理
相
談
す
る
場
合
）

＊�

依
頼
状
は
便
せ
ん
な
ど
に
❶
代

理
人
の
氏
名
・
住
所
・
本
人
と

の
関
係
❷
依
頼
す
る
方（
本
人
）

の
基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
❸
依
頼
内
容
を

記
入
し
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

こ
の
場
合
、
代
理
の
方
の
身
分

（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

＊�

依
頼
状
は
市
民
生
活
課
年
金
窓

口
に
も
あ
り
ま
す
。

◇
そ
の
他

＊�

請
求
内
容
に
よ
り
、
必
要
書
類

が
異
な
り
ま
す
。

④�
法
律
相
談
＝
４
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
〜
３
時
（
要
予
約
）・

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑤�

夜
間
法
律
相
談
＝
４
月
10
日

（
水
）
午
後
５
時
半
〜
７
時
半

（
要
予
約
）・
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
会
議
室

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
①
総
合
政

策
課
協
働
推
進
係
☎
内
線

３
３
５
、
②
⑤
市
民
生
活
課
生

活
係
☎
内
線
２
５
５
、
③
同
市

民
係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、

都
城
年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６

−

23

−

２
５
７
１
、
④
社
会
福

祉
協
議
会
☎
72

−

６
９
４
３

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
４
月
７
日
（
日
）

＊
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
、
平

日
に
事
前
の
電
話
予
約
が
必

要
。

＊�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

−

５
４
３
０

無
料
相
談
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◎
環
境Environment

地い
の
ち球

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用

　

国
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
製

品
を
も
う
一
度
使
う
「
リ
ユ
ー

ス
」、
原
材
料
の
使
用
量
を
減
ら

し
長
期
間
使
用
す
る「
リ
デ
ュ
ー

ス
」
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
よ
り

も
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
提
案
す
る
の

は
自
宅
に
限
ら
ず
職
場
や
外
出

先
で
も
自
分
の
水
筒
、
タ
ン
ブ

ラ
ー
、
湯
の
み
な
ど
の
マ
イ
ボ

ト
ル
・
マ
イ
カ
ッ
プ
を
そ
の
時
々

の
状
況
に
応
じ
て
使
っ
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

最
近
で
は
マ
イ
ボ
ト
ル
の
種

類
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
に
入
れ
る
お
す
す
め
の

飲
み
物
や
そ
の
レ
シ
ピ
を
ウ
ェ

ブ
で
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
多
少
面
倒
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
の
環
境
の

た
め
に
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら

マ
イ
ボ
ト
ル
へ
持
ち
替
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●�

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課

環
境
保
全
係
☎
内
線
２
５
２

予
防
接
種

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
果
樹
部
門
で
マ

ン
ゴ
ー
生
産
者
の
山
下
寿
さ
ん

が
宮
崎
県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
長
賞
と
知
事
賞
の
２
等
、
葉

た
ば
こ
生
産
者
の
鬼
塚
貴
昭
さ

ん
が
知
事
賞
の
３
等
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

串
間
市
か
ら
は
毎
年
多
く
の

部
門
で
の
受
賞
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
各
生
産
者
と
関
係

機
関
の
日
々
の
努
力
の
結
果
で

あ
り
、
受
賞
者
の
方
を
は
じ
め

と
し
た
生
産
者
、
関
係
者
の
皆

様
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま

す
。

平
成
24
年
度

宮
崎
県
農
産
園
芸
特
産
物

総
合
表
彰
式

　

２
月
15
日
（
金
）
に
宮
崎
観

光
ホ
テ
ル
で
、
平
成
24
年
度
宮

崎
県
農
産
園
芸
特
産
物
総
合
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

野
菜
部
門
で
ピ
ー
マ
ン
生
産

者
の
瀬
治
山
實
さ
ん
夫
妻
が
知

事
賞
の
優
等
賞
、
農
林
水
産
大

臣
賞
、
宮
崎
県
経
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
賞

を
受
賞
。
瀬
治
山
さ
ん
は
生
産

部
会
の
部
会
長
と
宮
崎
県
促
成

ピ
ー
マ
ン
共
同
計
算
委
員
会
委

員
を
歴
任
し
、
部
会
で
は
ピ
ー

マ
ン
生
産
者
の
模
範
的
存
在
で

あ
り
、
経
験
や
情
報
を
他
の
生

産
者
に
対
す
る
な
ど
部
会
全
体

の
向
上
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ま
た
キ
ュ
ウ
リ
生
産
者
の
武

田
守
さ
ん
が
知
事
賞
の
優
等

賞
、農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
、

宮
崎
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
武

田
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
は
ま
ゆ
う
胡

瓜
部
会
長
と
し
て
２
期
目
を
務

め
ら
れ
て
お
り
、
部
会
と
は
別

に
希
望
者
に
よ
る
勉
強
会
組
織

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
栽
培
技

術
向
上
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

◎
健
康

Health

通
信

健
康

ま
だ
間
に
合
う
！

が
ん
検
診
の
ス
ス
メ

　

も
う
す
ぐ
桜
の
咲
く
季
節
。

　

年
度
末
バ
タ
バ
タ
と
忙
し
く

な
る
季
節
で
す
が
、
何
か
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
？�

２
年
に
１

度
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
。
串
間
市
で
は
、
節
目
の
年

齢
の
方
に
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
検
診
が
無
料
で
受
診
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
券
、
昨
年
度
検
診
未

受
診
の
方
に
は
受
診
券
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
有
効
期
限
は
今

年
３
月
末
ま
で
！�

節
目
の
方

は
無
料
で
受
診
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
こ
の
機
会
を
逃
す
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
ぜ
ひ
、
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
受

診
し
て
欲
し
い
！

　

な
ぜ
な
ら
、
毎
年
子
宮
頸
が

ん
・
乳
が
ん
を
発
症
す
る
女
性

が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
串

間
市
で
行
う
が
ん
検
診
で
も
、

毎
回
２
〜
４
人
に
子
宮
頸
が
ん

や
乳
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
発
症
す
る
年
代
も
20
代
か

ら
80
代
ま
で
幅
広
く
、
若
い
か

ら
と
油
断
が
で
き
な
い
病
気
で

す
。
し
か
も
、
若
い
年
齢
の
方

に
増
加
し
て
い
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
の
が
ん
も
発
見

が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
完
治
す

る
確
率
が
高
く
、
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
重
要
！�

早
期
発

見
に
は
、
が
ん
検
診
を
受
診
す

る
こ
と
が
一
番
で
す
。
ク
ー
ポ

ン
券
や
受
診
券
が
届
い
た
あ
な

た
は
ぜ
ひ
受
診
を
！

　

ま
た
、
来
年
度
は
バ
ス
で
の

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
バ
ス
検

診
も
実
施
予
定
で
す
。
検
診
車

が
各
地
域
を
回
り
ま
す
。
忙
し

く
て
病
院
へ
行
く
時
間
が
な
い

と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
串
間
市
に
住
む
女
性
、

皆
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

家
族
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
せ
ん
か
？

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
保

健
課
健
康
増
進
係
☎
72
︱

０
３
３
３
（
内
線
５
０
７
）

じ
ゃ
が
じ
ゃ
が岬じゃが子

Vaccination

授賞式で河野知事と


